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係の解析にはピアソンの積率相関係数を用いた．危険率 5％未満を有意水準とした．  
【結果】対象は 15 名（男性 6 名，女性 9 名；年齢 79±13 歳；身長 154.4±9.3cm；体重 48.8
±12.5kg；BMI 20.3±3.6）であった．入院時と退院時の MMSE・CDR・GDS の評価結果の間
には、有意な差は認められなかった．入院時 BDNF と入院時 MMSE・CDR・GDS，退院時 MMSE・
CDR・GDS，⊿MMSE・CDR（退院時値-入院時値）との間には有意な相関関係は認められなかっ









【学会発表予定】World Confederation for Physical Therapy（2015 年 5 月 1-5 日，シン
ガポール）にて発表予定  
 
